
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 郡上市立西和良小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１６日（日）～１１月２８日（金） 

実 施 概 要 

①学習発表会（ゆめまつり）・観劇会・地区の文化祭参加  
②授業参観・親子体験活動 
③おはやし学習 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   レその他 

 公開の方法 

  レ授業公開 レ成果発表 □交流活動 □講演会等 

  レ地域行事等参加 レその他 

来 校 者 数 
保 護 者  １８ 人 

計 約１１０ 人 
地域関係者 約９０ 人 

実 施 状 況 

① 学習発表会（ゆめまつり）・観劇会及び地区の文化祭参加 11/16 

 学習の成果を学級毎に発表しあう学習発表会（ゆめまつり）を午前に行

った。毎年、文化庁の事業「文化芸術による子どもの育成事業」を活用し、

プロの劇団に来ていただき、２回のワークショップで演技や動作の指導を

していただいた。ワークショップを通して子どもたちの表現力の育成に努

めてきた。今年度も「講談・落語公演」や「演劇教室」を通して子どもた

ちの表現力を高め、学習発表会での発表に生かした。また、学級発表に加

え「おはやし学習」の発表もした。地域講師の指導を受けて練習してきた

三味線と太鼓と唄で「西和良学校音頭」を発表した。地区の文化祭と同日

開催にしたこともあり、保護者はもちろん多くの地域の方々に参観してい

ただくことができた。学習発表会の後にプロの劇団による観劇会を行っ

た。また、地区の文化祭にも児童の作品を出展した。大人の作品に混じっ

て展示され、地域の方から評価を受けることで、児童への刺激になった。 

② 授業参観・親子体験活動 11/28 

 授業参観の後、親子体験活動として消しゴムはんこを利用したエコバッ

グやナフキンの作成を実施した。この体験活動は公民館との共催事業であ

り、地域へも参加を促し、地域の住民とともに体験活動に取り組んだ。学

級の仲間だけでなく、保護者や地域の方とともに製作活動に取り組むこと

で、普段とは異なった子どもたちの姿が見られた。 

③ 地域指導者の方に４月から指導を受けている、「西和良学校音頭」のお

はやし（三味線、太鼓、唄）を学習発表会で発表した。 



成果及び課題 

 学校の取組をできるだけ多くの地域の方に知っていただこうと、様々な活

動に地域を巻きこんだ。そのため、家族が小学校に通っていない高齢者の方

までもが、学校の活動に関心を示してくださっている。「次は何があるの

かな？」という声が学校まで届くようになっている。１１月１６日の「ゆ

めまつり」には、子どもたちが多くの地域の方の前で学習の成果を発表し

自分への自信を高めた。また、「西和良学校音頭」を復活させ、おはやし

学習の成果を発表することができたことも、大きな成果である。地域の

方々に大変喜んでいただけた。今後も大切にしたい。今後も地域活動や地

域との関わりを大切にし、学校が西和良地域の核となる取組をする。 

＊ゆめまつりアンケートより 

 ・子どもたちがせりふを覚えて、はきはきと大きな声で表現できていた

のですごいと思いました。見ごたえがあって本当に楽しませてもらい

ました。 

 ・５･６年の発表は笑えるところもあり、最後には訴えるメッセージがあ

って、見ている私たちにも伝わってきました。 

 ・合奏やハンドベルなど毎年違った工夫した発表ができていました。合

唱も手話とハーモニーと練習が大変だったと思うけど、気持ちもこも

っていて感動しました。 

 


